
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2026-10-06

地方行政と学問：ある大衆闘争の教訓

(Citation)
兵庫地理,9:82-90

(Issue Date)
1965-03-31

(Resource Type)
journal article

(Version)
Version of Record

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/90002239

稲見, 悦治



82

地 方 行 政 と 学 問
一 ある大衆闘争の教訓 一

稲 見 悦 治

1・年 賀 状

昨春懸案のm災 害論の完成を喜んだかと思ったら.今 度はその実践を地元

のiS!夫人達から懇請され心ならずも12年 選手の市長さんと激 しい論 争せねば

ならなくなりました。現職有利とみてかどたん場で寝返った同志や地方新聞か

ら選挙違反.名 誉毀損罪などで訴えられるぞと脅迫 されたり、某市会議員が私

を告訴するとて警察に走られだ時は最後の覚悟を沢めまし疋。幸い死守すると

涙で激励された御夫人達やサンデー海日(9月13日 号)の 応援や私達の悲願

を公約された新市長さんの登場などで甲傷、罵倒、脅迫の窮地か ら漸く開放さ

れ、明るい正月を迎えるに至りました。研究室での埋論実践のむつかしさが身

にしみましだ。本年度も宜敷く御指導の程をお願い申し上げます。

1955年1月 元旦

1965年 元旦を迎えるに当り上記の叉面の年賀状をタイプ印劇しだ。そして昨

年3月 地元の御夫人達の懇請で立ち上り、 「し尿処理場問題」で12年 選手のσ

游長ならびにその測近とはげしい論争を繰 り返して以釆、この運動の経過ならび

に私の身上を御心配して下さっている多くの知人に近況報告をかねて発送した,

私は当市は全国的に有名な国際文化都市であるから当然市長さんその他の方も

何れもその道のべテランであろう。こんな立派な方ばかりであっ疋ら私たちの気

持を誠心をもって話したら理解して下さって計画を変更して下さることも可能と

考え淀。私たちが要望していることが地元本位の利己主義に始ったものならば知

らぬ事当市百年の大計から見て道理にかなっており市当局の計画に こそ問題があ

るとわかって下されば.当 市百年の大計からみて万難を排 してでも、現計画を再

検討して下さるものと思った。 またそう考えたから8千 字に近い陳情書を再度作

成し精魂こめて、計画変更をお願いするに至っy'::を 詳細に書き綴 り、計画変

更を陳情し　ヒ。ところがどんなにお願しても、理論で反駁することなく、施設は

厚生省が認可したほどの最善の施設であるとか.起 債や補助金の問題で計画変更

は不可能であるとかポイントが外れた返答ばかりであつた。そればかりかそのよ
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うな回答で私達が引き下らないと知ると私たちに謀略と思われる手がっぎつぎの

びてきた。!一 ＼

私は理論で敗れればともかく、謀略では引き下ることは立場上不可能なことで

あり.反 駁を繰 り返さざるを得なかった。そうすると.そ れに倍する中傷、罵倒

を受けるという具合で.こ れまで体験したこともなかった、生命を縮める思いを

させられた。市当局のこうした圧迫があったがその一方ではその反対に幸い多く

の方が私たちを心からバックアップして下さったのと.予 期せぬ事態の発生もあ

って事態が好転し、初志を貫徹することができた。

私たちが概究の結果えられた理論を実践しようどする場合.そ れが為政者の意

向に反し7ヒ場合どんな圧迫があったかを略記し、今後あ自戒の書とすると共に、

皆さんの御参考にしたいと思いペンを執った次第である。 ・ 冖

2.神 大田中教授と私の間で話合いがついていると

昨年3月 、私は浜の御夫人たちから.芦 屋のσ市長さんが.9月 の市長選挙を

有利に展開 しようとの心づもりからか、全市水洗便所化も近いとかの事実にそぐ

わAPR文 句で、すでに住宅が建て込んでいるばか りか、早くから..さ れてぎ

泥海浜の埋立でも進めば市街地の真中にもならうというところにし尿処埋場の建

設を急いで居られるとききびっくりした。もしそのような事態が起ると風致ビ公

害のみならず、e=Iv、 海津波の際にゆゆしき問題が発生するであろう。正式に

は下水道終末処埋場ではあるが実質上はし尿処埋場にかわりのない問題の施設を

建設されるとしても現在予定されている土地はまわりにすでに住宅が建て込んで

しまつているので不適当な土地と云わねばならぬ。出来れば現計画を変更し、本

年着工と早くから.,さ れてきた海浜の埋立を早急に実行に移し、そこへ処理場

を建設すべきである。これから着工される厘立地であったら、充分な敷地の確保

も可能であろうL、 充分な敷地さへ確保できるならば、国際文化住宅都市の施設

としてふさわしいものを建設することが出来るであろう。またそうされるのが国

際文化住宅都市づくりをすべ く運命づけられている当市に取って当然であろうと

強硬に陳情しoそ の時市当局は塑立資金のメ ドはつぎかねているとか.埋 立地

にそん施設を建設するのは危険であるとか、さらに起債や補助金の問題からみて

も計画の変更はむつかしいとか言って私たちの要望に耳を傾けようとされなかつ

だo'コゴ

市当局は私だちがどんなに陳情しても言を左右して耳を借そうどされなかった

が.だ またまその頃発表された県の 「大阪湾西部開発学術調査報告書」の甲に記
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載された芦屋市の処理場構想が私たちが早 くから要望していたものと寸分ちがわ

ぬことが明らかになった。私たちはそのために勇気百倍して強硬に市当局に反省

を促したが、その結果物情騒然となった。そうなρてくると私たちの処理場検討

運動が}果 る9月 の市長選挙におけるひ市長候補予定者の支持票にマイ ナスにな

ると考えられてか、市当局は私たちに次のような魔手を延ばしてきた。すなわち

σ建設部長はσ市長の意を体してか環境衛生脇会委員会の席上に・おける某委員の

質問に答へ 「皆さん方に御心配をかけている当市のし尿処理場問題はもう御心配

されるにおよびません。その件にっいては神戸大学の置中教授と同僚の協議会代

表との間にすでに話合いがっいたから」ど言われたとのこと,

私はある方から田甲教授の名を聞いた時突嘩に浮んできたのは私 が早くから昵

懇にしていただいて釆..薫 教授のことであり、県の宅地造成審議会で時折り

顔を合わす工学部の田中茂教授のこととは思わなかっアと。田中茂教授とは県の宅

地造成の件で一、二度話合っ滝だけで.処 理場のことでは一度も話合いを持った

こともなかった。 後 日田中茂教授にその件にっいて問い糺したら 厂:一度そのよ

うな依頼を受けたが出る幕でないと思ったので直ちに断っr`」と。市の理事者と

もあろう方が環境衛生委員40～50名 集まられた公の席上でよく.もこ.んな事実

にそぐわない発言をされにものだとあきれだ。

以上のような事も、かんぐるまでもなく私を陥入れる謀略の一つでなかっただ

ろうか。私と田中茂教授との間ですでに話合いがついたと言って置けば、その後

で私が処埋場再検討要望で市当局を追求して行つた場合、実相tこついて知らされ

ていない市民は私の言動不憎致を非難し、U市 長側に組することは必至であり、

それを狙っての芝居とも受け壇るしかなかった。

3.い やがらせの無記名のハガキ

芦屋 市には戦後全国簿に隆盛になってき陀パチγコ店がなゼレ、風俗を乱すい

かがわしいバーその他¢)施設がないしそれが市民の自慢の〒でっになってきた。ま

た人口6万 の都市であるにもかかわらず 映画館もただ一つという珍しい都市。そ

れもその筈、最近流行的な施設で各都市に輩出する傾向をみせてきたヘルスセン

タ厂やfi-9ン グ場でも出来そうだというニュースが入ると目の色を変えて反対

運動に立ち上る人々が多が?・だ。勿論反対の理由は国際文化住宅都肛の生活環境

を悪化してもらっては困るというわけ。こうした施設に反対する運動ならまたた

く間に広がり賛成署名簿fallと積まれ.業 者はホーホーの態で計画を取りやめる

に至っπ場合がしばしばであ?た 。
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前述の通 り芦屋 溶ではボー リング場、ヘルスせンターなどの場合は立ち所に反

対者が集まって くるが、そんならより重大な 市政そ のものに関心 を持っでいる市

民が多 いか というと必ず しもそ うで はない。そ うした ことは衆議員、参議員.市

長その他の選挙毎に現われる投票率で もよくわかる。 こうした選挙での投票率が

低 いことも定評で ある。 市行政を左右する重要問題で誰渉が中心になって市 民大

会を開催しても.お 土 産物かア トラクショソ付でもな がうだ ら集まる人はせいぜ

い多 くて100人 前褒というのが定評で ある。 昨年7薺 に前 帯長さんが4選 を狙

って 市長候補に 立候補 を表明された時でも、後援都 ま市 民の集 まりを心配された

のか.白 木みのるその他の喜劇役者を呼 んで 万一の事態に 備えねばな らなか った

程である。 ¶ ・

芦崖rEは 前述の ように 術行政に直接関心をもつ市昆が少 く.目 分の足 下に火が

つ くような事態 さえ発生 しなければ找関せず という入達が多い都 帚のよ うである。

こんな都市で もあり、主催者が私たちの ような 蔀罠にな じみの うす い者rち が処

理場問題を有利に展開する一手段と して 厂山が らと海か らの 災害か ら芦屋甫民を

守 る」などのスu一 ガンで 市民大会を開催してみても、 どれだけの 弔民の方々が

集まってきて くれ るか私た ちも蓋を明け るまで心配でな らなか った し、備 当局者

もたか を括 っていた ζ思われる。まだ甫当局者 はそ うは考えた ものの.そ の大会

に六麓荘町の ブルジョア連が観光バスを連ねて犬挙参加するらしいと謹 ぐと各戸

毎に 「会場は赤旗で翌まるか ら近 よっては危険である。今回の 唐民大会 は共産党

の手先のもの達の策動で あるか ら用心きれるのがよい」 との電話けん制の手 も周

劃に打 ってあったことでもあY,面 当局 も何 ほどの ことあ らん と楽観 し事態の推

移 を見守っていたらしい。 鹽 噌 鹽'r二'㌧

ところがいざ幕を明け てみる と_私 にちの作戦ぷ良か ったのか、取 りあげた問

題がfi民 一人一入の心を打 った災害 という切実な悶題であつ疋定めか、 定刻懃 こ

は会場 の精道小学校講堂の内外をmる 数 百人という記録破りの市民を集め.処

理場問題のPRに 成功 し.市 当局をびっ くりさせる事態 とならて しまつ亮。事の

重大性を知 らされた市当局は、その対策に狂奔 され、早急に市民大会でめ中心人

物の一 入である私を舞台か ら引きず り下じ.0市 長の 市政批判の急先峰 となって

いる浜の協議会に圧力を加 えようとされ てか次のような無記名のハ ガキが舞 い込

んで きた。'・ 一,.,.

まっ淀 くの驚きであ ります。純正な科学者で あってばしいと願 っております

が.先 生 までが共産党の手先になって政沿活助1こお どっているζとは 心外でな
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りませんaし かも何かの目的のために、売名的に。こんな運動は零やめになっ

た方が学園のだめにも良識を持ってほしいと願うものであります。

4月25日

達筆で書かれたこのハガキの意図するcこ ろは解説するまでもなく私たちの運

動をアカあるいは共産党の運動と中傷し、圧殺しようとしてきたものであったわ

けである。私は職掌柄思想的には全く自由な立場にあり、赤や共産党の手先に踊

つているものと中傷攻撃されても一向痛痒を感 じなか った。 しかし金持連中の

多い芦屋而では共産党の一味ということが私たちを傷っける最上の戦術でもあっ

たわけであり.売 名的どいえば私が引き下るものと考えての攻撃であつたか も知

れぬが、私はこんな聲書や悪質電話などで引き下れなかった9

4・ 職場を放棄し丶反市長的政治運動に没頭している不良教師とか

私は芦屋 市のし尿処理問題で浜の御夫人たちから決起を促がされた導初その任

に非ずと躊躇したら早連市拳局からすでに買収 されているのではないかとのデマ

をとばされ挙。従って決起篌市当局からの圧迫で引き下るとなると再び同じよう

なことを言われることが必至と思われた。私は職掌柄中傷その他で引き下るこど

の出来ぬ立場のものであったし、拙署 「都肛災害論」の中で都市災害の大半は人

災であり、都訂災害を防止するには、その原因となりやすい施設の建設に最大の

注意をせねばならぬと主張してきた手前、後a当 「行がそれが7ヒあに大きい災害に

見舞れるかも知れぬ施設を問題の場駈にむりやりに建設しようとするのを知って

座視するわけにはいかなかつた。そこで事あるたびに決意を新たにし、御夫人と

心を合せ初志の貫徹に精魂をこめていると、私を牽制し引いては協議会に圧力を

かけようとする新レい魔手が延びてきていンヒ。

私賠 いつの間にか市当局からし尿処理場問題にがこつけて、大学の職場を放棄

し溷 家公務員服翻 定撫 視し・反帳 的な蘇治翻 に走り廻つている・請

道断ともいうぺきひどい不良教師であり、神大当局を通じて注意を促しτもらわ

ねばならんなどと言っている人達があ筍との噂を耳にするに至った。私はこの運動

に立上つンヒ当初から.こ れに類した中傷を必ず受けるかも知れんとm.c.つていたか

ら、夜の作戦会議でおそくなり、翌日どんなに疲労していても大学の講義だけは

必ず行っ疋。また噂の通り大学の方に芦屋市当局から手が延び運動展開するに当

って支障が起き、1御夫人たちの期待を裏切るようなことがあ?て はいけないと思

い二三の方に諒解を求めた。まπどんな最悪の事態が生じても私だちの同僚の諸
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先 生方 は私 の行動を信 じ.最 後までバ ックア ジプして下さるもの と確信 して いた

し.あ る方から 「あなたが芦屋の一 市民としての立場か ら、芦屋 而民のために と

思 って行動 され、大学に迷惑をかける ような ことをな さらねば.芦 屋 市当局から

あなたの事につ いて どんな依頼を受けて も取 り合わないか ら安心 されたい」 とい

われた こともあり、愈々自信を持 って運動 を続け所期の目的を達成する決意を新

たに しンヒ。

5.犬 学教授の仮面をかむつた ベテン師 鹽・.

私 だちは、当x'.100年 の 大計か らみた場合し尿処 理 場の ような問題の施設は

現在す りか り住宅や アパ7ト が密集して しまっているばか りではな く.ひ 蒔長の

海面哩立計画に よるC,近 々 市街地の甲果に なるζ思われ るどころに設置すぺき

ではない。本年着工 と衛いている塑立聰の最南端に設置 して ほしいが、哩立費用

は300余 億 円 という巨貲が 予想される し、 海浜の哩 立は長い年 月 を要するで あ

ろう。そ うなると急 を要する処理場 問題の解 決方法にな らな いと思い妥協案を提

示 して事態の解決を計ろうと思 い斡旋を 所長派の有力 弔議に肉願 しようと思 って

面会 を申人れた。その場合私の妥協案が相手方に充分通ぜず後 日禍根を残 しては

ならない と思め私の構 想を論文 形式に まどめ、付図を}え て持参する ことに しr。

私はある日3人 の 市会議員さんに 面会 レ、次の ように述べた。 「私がお願 しrc

い ことの内容は この小論文を読んで いrcだ け るとわか ってもらえると思 うが、か

いっ まんで 申上げると次の ようになる。私 にち協議会所属の ものは当市百年の大

計か ら考えると、 当甫の し尿処理場 は現計西を変更し、本年着工とか¢)埋立地の

最 南端に設置してほしいと切望 して いる。しかし急を要する施設であ り、埋 立端

の出来上る日まで待 てないようにも思われる。もしそ うである とする と、最初着

工されるであろ う防 潮堤外50メ ー トルを起点(私 は海浜σ)塞立が行われ る場合

当市も東神戸の場合 と同様魴潮 堤と埋 立地 とダ)聞に50僭 の 運河 が建設 され るも

の と考 えて いた。)と し南北の方向に設置してほ しい,そ れ も時間e費 用の点で

実行不可能 となるな らば、神戸の...魚 崎の処理場方 式4:..ならい防潮堤沿いに

その外側 と東西の方向に設置してほしい。要す るに方法は何れで あっても現計画

を変更 して、防潮堤外に設量 していただけれ ば、協議会の皆 さんを説得してみせ

るか らこの点 市長さんに是非お願 して ほしい」と嘆願 した。

ところがその直後県の大阪湾西部 開発学術調査報告が発表 され、そ この記述が

私たちの提案と寸分ちがわぬもので あった。そのだめで あったかそれとも.私 た

ちの悲願を若干汲んで下さっだ のか ある時肛議会で σ市長さん は全施設の三分の
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一に当る汚泥施設のみ埋立地に移すべく努力しようと言明され淀。私たちたとえ
一部でも埋立地に移すべく努力するσ市長さんの言明があればそれだけでもζの

運動は成功 したとの感 じをもったが、その市長言明に呼応するかの如く変な私

に対するデマが飛び出してきたのには驚くばかりであった。 「協議会の皆さんも

あの市長声明で満足されたことでしょう。あなた方の代表が施設の一部でも埋立

地に移してもらへば皆さんを説得してみせるといわれていにからJと 。

私は一度たりとも施設の一部を埋立地に移してもられば満足であるなどと言っ

た覚えがなかった。どんな形式でもよい施設全部を塑立地に移していただければ

皆さんを納得してみせると言っただけである。私の構想は3人 の市会議員さんあ

るいは全建設委員さんに手交した小論文や日刊新闘に折り込 み全市に配布した 「

ふん尿処理場ふん争」に明白であると第二回目の陳情書冒頭で猛烈に反駁 した。

するとそれに呼応してか話し手は一入.き き手は三人、一人があoっ たという

ことより三人がこう闘いた方が正しい筈ど私が手交した小論文の内容を無視 した

子供だましのようなデマが飛ぶに至っ/`D私 がさらに反駁する之市会議員を侮辱

するけ しからん奴.二 枚舌をつかラけレ刀ミらん大学教授ゼさてはペテン師どいう

ひどい中傷罵倒までされた0一 官

私は二三の弔会議員から非公式の席で どんなに罵倒を加えられようとさほど気

・にとめなかっだ。一ところが9月 に人9、 肛長選挙が始まると.私 たちの運動が四

選をねらわれた0市 長の当落に大きい関係をもたらすc考 えられてか、σ市長候

補の応援帯会議員は街頭演説でマイクによって長時間ひどい中傷、罵倒された時は

流石にだまらなくなつた。大学教授の仮面をかむっπペテン師だ、とんだ埋学博

士だなど耳をおおいたくなる言葉`こは閉口し、選挙違反に問われても相手側のマ

イクをたフヒきこわしてやろうかとまで思っ7ヒ。

6.恐 しいどたん場の同志買収の魔の手

昨年3凋 浜の夫入たちが中心になりし尿処理場問題でσ弔長面政批判に立ち上

った時は市当局は浜の小数分子のヒステリックな運動とみてか歯牙にもかけなか

った。ところが懸案の市民大会に成功しだり40万 円に近い資金集めに成功し、

σ市長市政批判の猛運動を展開し始めると.9月 の市長選挙のこともあってか圧

殺しようとしてきたその現われが代表の私に対するかずかずの脅迫.中 傷であっ

たとみられるiど んなにしても私が引き下らぬジエスチャーをみせると協議会そ

のものを分裂させようとの運動になったらしい。び市長後援会の幹部夫人 の中か

ら 「協議会を必ず分裂させてみせる」と豪語する夫人が現われr。 私たちはそん
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な言葉を耳にした場合も、同志の鉄の団結を信んじていた。協議会内部から裏切

り者が出るなどということは夢想だにしなかった。'.ゾ

ところがこの運動が始って3カ 月目、問題の市長選挙までに3・5・カ月もあろう

という時に早くこの運動を休止しないと市長選挙事前運動と誤解されるといい出

す人達が出てきた。そればか りか私たちをツンボ棧敷において陳情運動休止ムー

ドを造るべ く奔走している人達が現われたことを知るに至っだ。またσ市長夫妻

と秘かに懇談したり、後援会に再入会した夫入が現われたことを知った。私は余

りにも百鬼夜行的な事態をある機会で知ってびっくりした。地元住民大会での申

し合せもあるし.こ の運動自体の性格から考えても陳情運動め早期休止だけは陷

止せねばならぬと考えて百方手を尽したものの、一一部の木純分芋のために強引に押

しきられてしまっンヒ。事ここに至っては協議会に留らて処理場再検討案をひっさ

げ市当局と論争するのも無駄 と思い協議会を脱会することに決意するどともに、

ぎ月以後物心ともに御援助下さった方に陰ながらお別れしようと思い、お別れの

挨拶代りに5月 以釆の協議会の活勤状況を日記風ご克明に記録した 「芦屋マダム

とし尿処理場ふん争」一 市民の皆さんに訴える一と羝しだ100頁 の小冊子.100

冊を自費出版し、無料配布しようとしだ。

その小冊子の内容は・そのものの性質、執筆の動機からみて、 たとえ事実に即し

ていたとはいえ、U市 長きんの欺瞞政策を徹底的に攻撃 したものであり、び市長

側からは非難攻撃されるとしても味方の陣営からならたどへ後で知つた方でも双

手をあげて賛成してくれるものと恵っていた,'と ころがいざ配布しようとすると.

σ市長側に内通していたと思われる同志から強硬に書き釐しを要求され把。書き

直し絶対反対の同志の意見に組し七配布する・と、書き直 しを強要した同志は島議

会脱会を宣し勝手気ままな脱会理由書を私たちにたたきっけてきた。そしてそれ

を悪用 した地方新闘跡私に対し選挙違反.名 誉毀損罪で訴えられるぞと脅迫して

かがってきた。脱会者の亠人がその道の専問家の弁護士であつアこので油断も℃ き

ず、最悪の場合ぽ神大を辞さねばならん事もあろうかと思い、万一 こ備えること

にした。幸い私が知 らぬうちに、私のことを案じて下さった篤志家が次々現われ

裏面主作をして下さつたためか告訴されずに終り、ホットー息つ くことになった。

7.某 淆議告訴あ泛め警察に走る

小冊子の印刷配布は協議会に とっては危機一発の ピンチであつたが、雨降って

地固まるのたとえの通り、これを契機に結果的に獅子心中の虫を追放することが

出釆たが、私は逆に協議会から脱会することが不可能になつた。私たち残留者は
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繭 て一堂に会し・陣営を建てなL.陳 情活動醐 の尸噸 え敬 と`こしo一

また.市 長選挙直前のサソデー毎日が5頁 に亘り写頁入りρ言己事をまどφて私た

ちの応援に立ち上ってくれた。さらに市長選挙では私たちの抗争の相手であった

4前 市長さんが落選されφ私たちの悲願を公約の二つに取り入教て下さ?π 障新

市長が当選 されるに至った。そのため3月 以来私を苦しめ命も縮む思いをさせて

きた中傷、罵倒、脅迫から漸く解放され、同志 と共鱒大願成就の日も近いと喜び
合うことがで きた。

ところが10月 に入り、 し尿処理場をテーマとしたNHκ の放送で某市議さん

と予期せぬ論争をせねばな らなくなった。私たちは春以来κ市議の言動には少か

らぬ不満を覚えでいたものの、評耳κあ放送ともならば理不尽な発Oも されない

と楽観して吟疋。 ところが同氏の放送内容をきくと余りにも現実離れのひどいも

のであった。余 りのことにあきれ長文の抗議書を手交した。その長文の一節に 「

事実にそぐわぬ為にする理論で私たちの悲願に水をさされるような態度を今後も

続けられるのであるなら、私疋ちはあなたをリコールせねばならなくなるや も知

れん」とい靆 うな蝉 があつ疑 こを髄 甑 議員は議員活動`こ圧迫を加えら

れたとか、脅迫されたとかいきまき、代孝の私を告訴するどて警察に走うれだと

のニュースも伝 ってきた。事態がこうなっては受けて立ち、法廷で黒白を争うも

仕方がないと思うに至った。 この場合も某氏が私の知らぬうちに警 察に4)私 の

ために色々と尽力して下さつだン}Lめかあるいは警察側がK氏 の告訴を取りあげる

価値がないとして却下しただめか、再び事なきを得陀。

私たち学究者は.目 分の専攻学問が少しでも世のため人々の生活のため役たつ

ことを心が1かく日々研究にいそしへ 学生の教養に拳ってきていう。従って趨政

考喀学究者の堤串した理論が人々の生活をより幸福にするもので秀つたら虚心に

受け取り、行政面に反影するように努力していただくことを念願しているわけで

ある。私は南当局のやV)方が将釆市民を不幸な目に あわすことになりやしないゆ

⇔思ってゼ厨しい機案を出したのであったがたまたまそれが為旗者意向に反しタ

も、のであ?:窟斥めに墨わざる迫害を受ける結果に塗つ・た・研穽室でえた理論が正

.しいも⑳で挙つても為政者の琢向に犀 した場合その理論実践のむ?か しさを身に

しみて体得しだ次第である。

(1965.a.31)、 ∴.(神 戸大 教 授)

1 、 べ1厂'.,'臼'


